








   秋修了生の門出
この秋、都市デザイン研究室から修士１名、博士２名、社会人修
士１名が修了を迎える。在学中に地域おこし協力隊として実践活
動に励んだ伊藤さん、都市デザイナーとして起業をしながら博士

号を取得した三文字さん、韓国から留学して日本統治時代の韓国
について研究した金さん、建築士として設計事務所を運営しなが
ら修了された谷口さん、と多彩な背景を持つ４名を紹介する。

　都市工学専攻

三文字　昌也　対象地：台湾・台北市 / 嘉義市 / 台南市 / 高雄市
近代台湾における都市生活施設の形成史

本人写真

対象地での写真

学生時代の写真

　対象地の選定理由と対象地での思い出

　学生時代の振り返りとこれからの抱負

都市住⺠の生活を支える小規模な都市施設に都市性を見出すという近年の議論を都市の歴史的過程に照射するかたちで、都市住⺠の
生活に最も近い施設に基礎づけられたアーバニズムのありかたを歴史のなかに再発見することを通じて、 現代、そしてこれからの都
市づくりへの示唆を得ようとする論文です。近代台湾の都市の市街地に形成されていた「都市生活施設」、特に「公衆浴場」「露店」「遊
廓」という三つの施設を研究対象にし、施設とその周辺の都市空間の形成とその特質を論じることを目的としています。

台湾は、私が学部時代から連続して対象としてきた場所です。当初は台南市の市街地形成とその設計から始まり
ましたが、修士論文ではそのスコープを歴史研究に移し、特に遊廓立地と都市計画の関係性を題材として扱いま
した。そして博士論文ではそれらを拡張する形で公衆浴場・露店・遊廓に代表される「都市生活施設」へ拡張し
た次第です。歴史研究ではあるものの、台湾夜市や亭子腳など現代の台湾都市のへの興味・関心が根底にあり続
けたことが原動力だったように感じます。

私は博士課程に進学したタイミングで起業をさせていただき、その後コロナ禍を迎えました。在学中もほぼ社会人大学院生
としての生活となり、遅々として進まぬ研究に長い時間をかけてしまいましたが、中島先生はじめご指導をいただいた先生
方にずっと温かく見守っていただいたことに心から感謝を申し上げます。実務と研究の二刀流という勿体無い言葉をいただ
きましたが、これからは博士論文で扱った歴史研究と現場の実務をどのように接続できるかを深く考え、そしてどちらも中
途半端になることないよう、これらの二兎をもう少し追ってみたいと思っています。

　中島先生からのコメント
博士号取得、おめでとう。堂々たる三文字博士！初めてお会いしたときから、とにかく物事の飲み込みが早く、手と足が動き、そして、都市的なるものへの感性
が抜群だと思っていました。博士課程では起業もして、果たして研究と実務との二刀流がどうなることかと思って楽しく見守っておりましたが、時間は少し掛け
過ぎたにせよ、見事にやり遂げました。これからもすぐ後ろを追いかける後輩たちの憧れの存在として、独自の都市デザイナー像を磨き上げていって下さい。

伊藤　純也　対象地：山梨県・富士吉田市 本人写真

対象地での写真

学生時代の写真

　対象地の選定理由と対象地での思い出

　学生時代の振り返りとこれからの抱負

近年、大学が地域課題の解決主体として期待されているが、大学が所在しておらず、若者の流出に悩む地方の中小都市においても、
大学連携事業出身の若者が地域に移住する意義は大きいと考えられる。本研究では、大学連携事業が継続的に行われている富士吉田
市を対象地として、大学連携事業の参加学生がその後地域に移住する過程について、移住者へのインタビューによって調査を行った。

プロジェクトで関わり、その後地域おこし協力隊として 1 年間過ごした富士吉田を対象地として研究を考えた。
現地でまちづくりに携わらせていただく中、全国的にも注目される近年の富士吉田のまちづくりの背景には、大
学連携事業や、事業をきっかけとした移住者の存在が重要な役割を果たしていたことに気づいた。また、協力隊
時代に、富士吉田に大学連携事業で関わる学生の窓口として活動していたこともあり、そうした事業に参加した
学生がどのような過程を経て地域に移住をするのか知りたいと思い、テーマを決めた。

大学院時代で一番良かったことは、富士吉田という、自分にとっての「第二のふるさと」ができたこと。プロジェクトでの
関わりを超えて、自分が生涯大切にしたいと思える素敵な繋がりを築けたことに感謝をしたい。元々自分は社会学出身とい
うこともあり、入学後に様々な点でギャップを感じ、戸惑い、悩むことが多かった。そうした経験を経て、自分だからこそ
できる都市への貢献の仕方を考え、まずは経営というフィールドに身を置くことを考えた。一見すると都市とは全く関係の
ない分野ではあるが、将来的にそこでの経験を都市に還元できることができれば幸せだと思う。

　中島先生からのコメント
修了おめでとう。本郷ではなく、富士吉田で会うことがほとんどでしたね。ここではないどこかへ、気づくとアフリカへふらっと出かけてしまうような伊藤君が、
富士吉田という一つのまちにじっくり腰を落ち着けて、自分の人生の糧になる人とのつながりと指針を確かなものにしていったのには驚きました。これもまた大
学院時代ならではの経験だったということでしょうか。これからも自分が大事だと思ったものを信じて頑張って下さい。期待しています。

非大学所在地方中小都市における大学連携事業参加学生の移住に関する研究
 ―山梨県富士吉田市を対象として―
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プロジェクトで携わる
富 士 吉 田 の ほ か、 台

、 ルにも に
していたので、都市
学 の 人の修了

生の研究対象地から
か所ずつ ックアップ
した。
ややマイナーな場所を

クトしましたが、
どこか分かりますで
しょうか 1

初めてのマ ジン主 当、なかなか思うように進まず しましたが、 とまず発行できたということで 第点だと思いた
い 日々やることに追われていると都市を楽しむということを れてしまいそうになるので、自分が楽しい！気になる！と
思う気持ちをもっと大事にしたいなと めて感じました。この気持ちを れず、来たる スターも頑張ります！

秋修了の三文字さんと金さんの追い
コン兼暑気払いをしました！皆の夏
休みの思い出がキラキラしていまし
た。個人的ハイライトはムービー作
りで、エンドロールで全員爆笑して
くれて嬉しかったです！ (M2洲崎 )
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# 研究室イベント
地域の人と 会議や空間づくりを
行い、一 につくり上げてきた
の社会実験。 公 や がき

などの４つの会場には、２日間で
人が来場し、温 街をめぐっ

ていただきました！  小

生生

# みなかみプロジェクト

マ ジン 手に、まちを こう

　 り大学

　 　対象地： ・ 市
The Birth and Development of Greater Colonial Seoul (Keijo) (1920-1945)

本人写真

対象地での写真

学生時代の写真

　対象地の選定理由と対象地での思い出

　学生時代の振り返りとこれからの抱負　

私の博士研究では、 ル 都 の起点となった韓国の ⺠地時代の「大    」について、 つの 点 市
⺠の 、人々の移動 ターン、公 通の計画 から分 を行いました。研究の意義は 下のようにまとめられます 一、韓国の

⺠地期の近代都市研究に たな 点を すること。二、近代都市計画史研究に歴史 という手 を する方 論を示すこと。
三、現代の ル大都市 が している都市 題の を考 する手がかりを えること。

私は韓国・ ル市出身であり、 大の博士課程に入るまで 年間、ずっと ルで らしました。街 き
やド イ をよく楽しんでる の もあって、小さい から ルのビルディング、 、 などを日

的に接しながら ったので、いつの間にか ルの都市史、都市計画に関して研究してみたいという気持ちが
心の に るようになったと思います。

大学・都市デザイン研究室では ４年間過ごしました。最初の２年間はコロナ禍のど ん中だったので、対 での 流
が少なく、大 だったと思います。しかし、後半の２年間では、研究室のみなさんとはもちろん、大学で素 らしい人々と
出会い、 んな場所を ねて様々な人生の経験を むことができました。これからは一人 の研究者として、研究室と社会
に ししていきたいと思います。

　中島先生からのコメント
博士号取得、おめでとう。最近は少ない韓国からの留学生、そして都市計画史で博論を きたいということで、こちらとしても大いに期待して け入れた経 が
あります。コロナ禍で来日は遅れましたが、日本に来てからは抜群の日本 力と行動力で、研究室にも見事に け込んで、 もしい存在となってくれました。
博士論文で 究したテーマをどう発 させていくのか、はたまたまったく しいテーマに取り むのか、これからの 来は大きく かれています。期待しています。

　 　対象地： 都・ 本人写真

本研究は、 都 の の多様 現象を半 にわたり調査し、その要 を分 するものである。現在、 は に 少
したが、 は公 ールや など様々な場所に っている。一見無 に るが か要 がある だと考えた。 果、 者

の 加が していると考えられる。地域的な分 、会場や時間の多様 、小規模 が進行し、若手 者の支 や地域コミュニ
ティの形成を目的とした も存続している。

る の形 の研究
―高 成 の 都を対象として―
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